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商工
春
秋
▼
第
十
二
回
商

工
会
青
年
部
全

国
大
会
（
十
一
月
十
一
日

～
十
二
日
）
富
山
大
会
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。
富
山
県
は
商
工
会

青
年
部
生
誕
の
地
で
あ
り
入
善
町

で
産
声
を
あ
げ
て
以
来
、
五
十
年

を
経
過
し
た
今
で
は
部
員
数
約

五
万
三
千
人
の
全
国
組
織
と
し
て

地
域
経
済
の
中
核
と
な
り
ま
し
た
。

▼
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
会

長
柳
井
正
さ
ん
は
父
の
営
む
紳

士
服
専
門
店
を
三
十
五
才
で
継

ぎ
「
勝
ち
負
け
で
い
え
ば
一
勝
九

敗
」
と
挫
折
を
繰
り
返
し
た
そ
う

で
す
。
業
界
の
常
識
を
打
ち
破
っ

た
柳
井
さ
ん
が
語
る
「
致
命
的
に

な
ら
な
い
限
り
失
敗
は
し
て
も
い

い
。
や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な

い
。
や
る
前
か
ら
考
え
て
も
だ
め
。

行
動
し
て
修
正
す
れ
ば
よ
い
」
と

の
言
葉
に
は
重
み
が
あ
り
ま
す
。

▼
若
き
日
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
現
在
の
自
分
が
あ
り
、
失
敗

に
学
び
成
長
す
る
そ
の
繰
り
返
し

の
中
で
一
人
前
の
経
営
者
に
育
つ

の
だ
と
▼
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し

い
商
い
に
挑
戦
す
る
青
年
経
営
者

に
一
度
や
二
度
の
失
敗
は
当
然
で

あ
り
、
エ
ー
ル
を
込
め
て
「
成
功

の
秘
訣
は
失
敗
を
重
ね
る
こ
と

だ
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　

全
国
商
工
会
連
合
会
の
「
都
道
府
県
商
工
会

連
合
会　

役
員
セ
ミ
ナ
ー
」
が
九
月
十
日
～

十
一
日
、
第
一
ホ
テ
ル
東
京
（
東
京
都
港
区
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
特
に
「
巡
回
訪
問
か
ら
始
ま
る
事
業
者
支
援
と
風
通
し
の
良
い
組
織
構
築
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、

全
国
連
の
石
澤
会
長
に
よ
る
基
調
講
演
、
福
岡
・
栃
木
・
沖
縄
の
三
県
の
商
工
会
に
よ
る
経
営
革
新
、
農
商
工
連
携
等

に
つ
い
て
の
成
功
事
例
発
表
、
そ
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
今
後
の
商
工
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

参
加
者
全
員
で
検
討
し
た
。

基
調
講
演
の
内
容
（
一
部
抜
粋
）　
＝ 

全
国
連
会
長 

石
澤
義
文 

＝

　
　
テ
ー
マ「
商
工
会
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
」 

　

商
工
会
地
区
の
景
気
に
つ
い
て

は
、
今
年
一
月
に
過
去
最
悪
の
水

準
と
な
り
、
そ
の
後
持
ち
直
し
て

い
る
が
回
復
は
小
幅
。
中
小
・
小

規
模
企
業
の
業
況
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
も

と
、
昨
年
来
、
全
国
連
が
国
に
強

く
要
望
し
た
結
果
①
八
千
万
円
ま

で
無
担
保
の
緊
急
保
証
制
度
の
創

設
②
マ
ル
経
融
資
制
度
の
貸
付
限

度
額
・
貸
付
期
間
の
大
幅
な
拡
充

③
事
業
承
継
に
お
け
る
自
社
株
の

相
続
税
の
八
十
％
納
税
猶
予
な
ど

の
施
策
が
実
現
で
き
た
。

　

ま
た
昨
年
末
に
は
、
年
度
末

の
資
金
繰
り
対
応
の
た
め
、
全

国
の
商
工
会
に
窓
口
を
設
け
、
緊

●
中
小
・
小
規
模
企
業
の
業
況
が
依
然
厳
し
い
中
、

商
工
会
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
。

急
金
融
相
談
体
制
を
構
築
し
、

十
三
万
三
千
件
の
相
談
を
受
け
た
。

こ
の
緊
急
相
談
窓
口
へ
の
会
員
の

評
価
も
概
ね
好
評
だ
っ
た
。

　

今
後
さ
ら
に
会
員
か
ら
望
ま
れ

る
商
工
会
と
な
る
に
は
、
私
は
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
①
商
工
会
の
事
業

（
二
面
に
続
く
）

全国連石澤会長による基調講演
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西
本
岡
山
県
商
工
会
連
合
会
長
、

帆
足
福
岡
県
筑
紫
野
市
商
工
会
長
、

窪
田
静
岡
県
函
南
町
商
工
会
事
務

局
長
が
パ
ネ
ラ
ー
に
、
ま
た
寺
田

全
国
商
工
会
連
合
会
専
務
理
事
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。

　

会
場
内
か
ら
の
意
見
交
換
も
行

わ
れ
「
経
営
指
導
員
の
巡
回
訪
問

（
特
に
提
案
型
の
）
を
行
う
環
境
整

備
が
必
要
」「
商
工
会
の
活
動
内
容

の
Ｐ
Ｒ
が
不
足
し
て
い
る
」「
月

別
に
巡
回
に
係
る
視
点
（
目
的
等
）

　
経
済
産
業
省
は
今
年
三
月
に
全
国

連
と
日
商
の
意
見
を
踏
ま
え
「
立
地

条
件
等
の
違
い
か
ら
、
両
団
体
が
、

そ
れ
ぞ
れ
担
う
べ
き
役
割
の
重
要
性

が
益
々
高
ま
る
中
で
、
新
た
な
商
工

団
体
を
設
け
た
り
、
両
団
体
を
合
併

さ
せ
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
が
必

要
」
と
の
回
答
を
地
方
分
権
委
員
会

に
提
出
。
委
員
会
で
は
特
段
の
異
論

は
な
か
っ
た
。

　
商
工
会
の
機
能
を
強
化
す
る
た
め

に
、
商
工
会
は
自
己
変
革
に
努
め
、

徹
底
し
た
巡
回
訪
問
に
よ
る
会
員
か

ら
の
信
頼
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
巡
回
訪
問
の
徹
底
に
あ
た
っ

て
は
、
数
多
く
巡
回
を
実
施
す
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
が
、
個
々
の
会
員

の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
そ
れ

を
事
業
・
組
織
運
営
に
効
率
よ
く
反

映
で
き
る
質
の
高
い
指
導
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

●
国
レ
ベ
ル
の
議
論
に
お
い
て
も
商
工
会
の
真
価
が

問
わ
れ
て
い
る

活
動
の
根
幹
で
あ
る
巡
回
訪
問
の

強
化
を
行
う
こ
と
②
支
援
の
現
場

で
あ
る
県
連
と
全
国
連
と
が
熱
い

議
論
を
戦
わ
せ
る
こ
と
③
そ
の
中

で
生
ま
れ
た
大
胆
な
政
策
提
言
を

行
っ
て
い
く
こ
と
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
、
全
国
連

●
巡
回
訪
問
を
出
発
点
と
し
て
、
経
営
革
新
支
援
や

地
域
資
源
活
用
・
地
域
貢
献
活
動
を
！

　

今
年
、
あ
る
県
か
ら
中
小
企
業

庁
に
対
し
て
、
商
工
会
と
商
工
会

議
所
の
統
合
の
た
め
の
法
整
備
を

要
望
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
声
は
、
地
方
か
ら
起
こ
っ
て

く
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
今

後
お
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
為
に

も
、
日
頃
か
ら
、
県
連
会
長
が
中

心
と
な
っ
て
商
工
会
の
役
割
や
、

き
め
細
か
い
小
規
模
事
業
者
支
援

の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
下
さ
る
よ
う
、
知
事
や
市
町
村

長
ら
と
の
、
よ
り
密
接
な
関
係
の

構
築
に
引
き
続
き
尽
力
さ
れ
る
よ

う
改
め
て
お
願
い
し
た
い
。

●
知
事
や
市
町
村
長
等
と
の
密
接
な
関
係
の
構
築

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

 

テ
ー
マ「
巡
回
訪
問
を
基
礎
と
し
た

　
　
　
　
　

  

商
工
会
の
改
革
・
改
善
」
に
つ
い
て

　

様
々
な
会
員
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
商
工
会
が
会
員
・
地
域
社
会

か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
中
小
企
業

の
経
営
支
援
や
地
域
の
産
業
振

興
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
な

ど
の
活
動
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。
例
え
ば
、
経
営
革
新
支

援
な
ど
の
小
規
模
事
業
者
へ
の
経

営
支
援
や
地
域
の
特
産
品
・
観
光

な
ど
地
域
資
源
を
活
用
し
た
産
業

の
活
性
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
担
い
手
と
し
て
、
子
育
て
支
援

や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
代
行
な
ど
に

を
定
め
て
行
う
こ
と
が
必
要
」
な

ど
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
寺
田

専
務
理
事
は
「
九
月
十
五
日
に
は
、

第
一
回 

商
工
会
相
談
指
導
事
業
改

革
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
本
日

の
貴
重
な
ご
意
見
を
踏
ま
え
そ
の

委
員
会
で
充
分
に
議
論
を
重
ね
、

遅
く
と
も
今
年
度
一
杯
に
は
そ
の

方
策
に
つ
い
て
の
結
論
を
出
す
予

定
。
そ
し
て
二
十
二
年
度
よ
り
各

都
道
府
県
連
・
商
工
会
に
お
い
て
、

そ
の
取
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

い
」
と
締
め
括
っ
た
。

で
は
、
今
年
度
商
工
会
の
特
徴
で

あ
る
「
き
め
細
か
い
巡
回
訪
問
」

の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
、
そ

の
方
策
を
検
討
す
る
「
商
工
会
相

談
事
業
改
革
検
討
委
員
会
」
を
設

置
す
る
。

よ
る
生
活
者
不
便
の
解
消
等
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
対
し
目
に

見
え
る
成
果
を
出
す
こ
と
が
、
真

価
が
問
わ
れ
て
い
る
商
工
会
と
し

て
の
回
答
と
な
る
と
考
え
て
い

る
。
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商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

　
県
商
工
会
連
合
会
は
九
月
七
日
、
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
海
外
に
事
業
展
開
す
る
際
の
ポ
イ
ン

ト
や
成
長
す
る
新
興
国
等
の
状
況
、
国
等
の
公
的
機
関
の
支
援
策
な
ど
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

「
地
域
力
連
携
拠
点　
海
外
展
開
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
海
外
へ
の
販
路
拡
大
等
に
意
欲
や
興
味
の
あ
る
事
業

所
や
関
係
機
関
な
ど
か
ら
約
七
十
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
中
小
企
業
に

対
す
る
地
域
の
海
外
販
路
開
拓
支

援
～
グ
ロ
ー
カ
ル
経
済
Ｐ
Ｔ
の
取

組
み
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
中
部

経
済
産
業
局 

電
力
・
ガ
ス
事
業

北
陸
支
局
産
業
課
総
括
係
長 

宮

本
哲
哉
氏
に
よ
る
講
演
が
あ
り
、

世
界
経
済
の
動
向
や
日
本
の
輸
出

入
の
現
状
、
国
等
の
中
小
企
業
の

海
外
販
路
開
拓
支
援
策
な
ど
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
日
本
貿
易
振
興
機
構

（
ジ
ェ
ト
ロ
）
の
農
林
水
産
部
農

林
水
産
調
査
課
課
長
代
理 

梶
原

香
織
氏
よ
り
「
ロ
シ
ア
へ
の
食

品
輸
出
の
可
能
性
」、
新
潟
貿
易

情
報
セ
ン
タ
ー
所
長 

末
田
正
幸

氏
よ
り
「
ロ
シ
ア
人
食
品
バ
イ

ヤ
ー
と
の
輸
出
商
談
会
の
取
り
組

み
と
今
後
の
展
開
」
と
題
し
て
の

講
演
が
あ
り
、
梶
原
氏
は
「
ロ
シ

ア
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
比
較
的
開
か

れ
て
い
る
こ
と
や
事
前
準
備
に
要

す
る
時
間
や
コ
ス
ト
は
予
想
以
上

に
か
か
る
、
日
本
の
産
品
を
ロ
シ

ア
人
が
買
い
た
く
な
る
仕
掛
け
を

作
る
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
く
れ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
る
こ
と

等
」、
ま
た
末
田
氏
か
ら
は
「
商

品
等
の
供
給
体
制
の
確
立
や
流
通

網
の
開
拓
が
不
可
欠
、
可
能
な
限

り
間
接
情
報
で
は
な
く
直
接
情
報

の
収
集
に
努
め
る
こ
と
」
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
「
支
援
現
場
か
ら
み
た

中
小
企
業
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
状

と
課
題
～
中
国
・
露
国
案
件
の
実

例
に
基
づ
く
～
」
と
題
し
、
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
の
経
営
支
援

専
門
員 

島
田
邦
夫
氏
よ
り
講
演

が
あ
り
、
島
田
氏
は
「
経
営
マ
イ

ン
ド
・
貿
易
知
識
を
も
っ
た
人
材

を
確
保
す
る
こ
と
や
投
資
に
当

た
っ
て
は
自
己
の
資
金
力
を
勘
案

し
た
進
出
を
図
る
こ
と
、
進
出
し

よ
う
と
す
る
市
場

で
高
い
競
争
力
を

持
っ
た
商
品
を
有

し
て
い
る
か
ど
う

か
の
十
分
な
市
場

調
査
が
必
要
で
あ

る
」と
力
説
し
た
。

　

最
後
に
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
・
ジ
ャ

パ
ン
社 

代
表
取

締
役
社
長
の
大
澤

裕
氏
よ
り「
中
小
・

独
創
企
業
の
た
め

の
海
外
セ
ー
ル
ス

レ
ッ
プ
制
度
活
用

術
」
と
題
し
て
の

講
演
が
あ
っ
た
。

地
域
か
ら
世
界
へ
発
信
！

海
外
展
開
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

大
澤
氏
は
「
欧
米
に
販
路
を
求

め
進
出
す
る
際
は
セ
ー
ル
ス
レ
ッ

プ
の
活
用
が
効
果
的
で
あ
る
。

　

セ
ー
ル
ス
レ
ッ
プ
と
は
成
功
報

酬
制
で
販
売
代
理
等
を
行
う
会
社

の
こ
と
で
、
主
に
技
術
セ
ー
ル
ス

が
必
要
な
製
品
の
販
売
に
力
を
発

揮
す
る
。
ま
た
優
秀
な
セ
ー
ル
ス

レ
ッ
プ
は
市
場
調
査
か
ら
販
路
開

拓
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
ま
で
任

せ
る
こ
と
が
で
き
強
力
な
援
軍
と

な
る
」
と
説
明
が
あ
っ
た
。

セミナーに参加する経営者等
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昨
年
秋
か
ら
の
経
済
情
勢
の
悪
化
に
よ

り
、
本
県
の
有
効
求
人
倍
率
は
低
水
準
が

続
き
、
七
月
に
は
平
成
に
入
っ
て
最
悪
の

〇
・
四
六
倍
と
な
っ
て
お
り
、
来
春
二
十
二

年
三
月
の
新
規
高
等
学
校
・
大
学
等
卒
業
者

に
対
す
る
求
人
や
障
害
者
雇
用
も
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
労
働
局
及
び
県

は
、
企
業
説
明
会
や
面
接
会
な
ど
の
実
施
に

よ
る
懸
命
な
求
人
開
拓
や
就
職
支
援
等
の
各

種
雇
用
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
状
況
は
好
転

し
て
い
な
い
。
大
変
厳
し
い
経
済
環
境
で
は

あ
る
が
、
卒
業
予
定
者
の
多
く
は
地
元
企
業

で
の
就
職
を
強
く
希
望
し
て
お
り
、
障
害
者

雇
用
等
も

含
め
た
求

人
確
保
に

向
け
た
周

知
等
を
お

願
い
し
た

い
と
六
月

に
引
き
続

き
再
度
要

望
が
あ
っ

た
。

県の９月補正予算が編成されました。そのうち、商工関係予算の概要は以下のとおりです。

中小企業向け制度融資資金の拡充等

雇用対策

産業の活性化

地域の賑わいづくり

経済変動対策緊急融資枠の拡大　６,０００,０００千円
＊当初予算計上枠２４０億円を倍増

県信用保証協会への支援　　　　　３８０,０００千円
＊経済変動対策緊急融資の保証料率引下げ（0.8％→0.5％）による減収額を補助

新

県内企業人材養成モデル開発事業【ふるさと雇用再生基金事業】　３,５００千円
＊新規学卒未内定者等を１年間雇用する県内企業に対し、実践的な人材養成モデルの開発を委託するとともに、類型化された人材養成モデルの開発を
  経済団体に委託（H21～H22）

新

新規学卒者緊急合同企業説明会開催事業　１,２００千円
＊県内の大学、短大等卒業予定者の未内定者を対象とした企業説明会の開催

新

ものづくり企業委託訓練事業　　　　　  １０,２９０千円
＊企業内で現在、休止している施設を活用した離職者向け「ものづくり系訓練」の実施

新

派遣型在職者スキルアップ事業　　　　　 ２,０００千円
＊独自の訓練内容を企画・立案する企業に対し、研修講師として高度熟練技能者を斡旋・派遣

新

ロシア極東・中国東北地方向け輸出産品発掘トライアル事業　　１０,０６０千円
＊現地輸入業者の招聘、商談会の開催、ロシア極東コンテナ船の臨時ラストポート化等

新

とやまっ子まちなかアートｉｎ商店街事業【緊急雇用創出基金事業】１０,３３７千円
＊県内４地区において、年末のセール時期に親子・家族が商店街で楽しめるイベントを開催

新

工業技術センターの試験研究機器整備・施設修繕等　　　　　  ７１,６０５千円

拡

拡

一日経営安定相談室 開 催 日 場　所 対  象  地  域

朝日町・入善町・宇奈月町
立山町・上市町・舟橋村

富山市の大山・大沢野細入・婦中地区
富山市の八尾・山田地区
富山市の水橋・和合・呉羽地区
射水市の小杉・大島・下村・大門地区
小矢部市
高岡市の中田・戸出・福岡地区

※ご都合のよい場所で、相談を受けることができます。

10月19日（月）

10月20日（火）

10月21日（水）

10月23日（金）

11月16日（月）

11月17日（火）

11月18日（水）

宇奈月町商工会館
立山舟橋商工会館

富山市北商工会館（和合支所）
射 水市商工会館
小矢部商工会館
高岡市商工会館（戸出支所）
南 砺 市 商 工 会

大沢野支部センター会館

城端商工会館

富 山市南商工会

南砺市・砺波市の庄川地区11月19日（木）

開催のご案内

13:30～16:30まで
※事前に連絡があれば延長可能

秘密
厳守

専門家があなたの
　悩みに親切にアドバイス!
専門家があなたの
　悩みに親切にアドバイス!
専門家があなたの
　悩みに親切にアドバイス!

創業を目指している方、経営革新を考えている方々、また事業継続の見通しがつかない方
や、廃業経験を活かして再チャレンジを考えている方々の相談も承ります。

●相談に必要な資料を
　ご持参ください。

無料です

いろいろな問題を是非ご相談くださいいろいろな問題を是非ご相談ください
● 売上・受注の不振が続いている。
● 赤字が増えて困っている。
● 借入金の返済が思うようにできなくなった。
● 取引先とトラブルになっている。
● 融資により経営不振を切り抜けたい。
● 雇用関係の問題が発生した。などなど

相談は

■ 最寄の各商工会　■ 富山県商工会連合会  総合支援室　富山市赤江町1－7　TEL 076－441－2716　FAX 076－441－2709
〈お問い合わせ先〉

県の９月補正予算平成２１年度 （商工関係）

就職支援に対する要望を受ける
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商
談
会
は
地
域
力
連
携
拠
点

事
業
の
一
環
と
し
て
十
月
八
日

に
市
内
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し
、

首
都
圏
の
食
品
バ
イ
ヤ
ー
七
社

が
参
加
す
る
。
参
加
者
は
、
買

い
付
け
意
欲
の
あ
る
バ
イ
ヤ
ー

と
折
衝
す
る
と
と
も
に
、
バ
イ

ヤ
ー
に
よ
る
商
品
評
価
内
容
が

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と

で
自
社
製
品
の
強
み
・
弱
み
を

知
る
絶
好
の
機
会
と
な
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
日
本
セ
ル

フ
サ
ー
ビ
ス
協
会
の
城
山
将
臣

氏
が
「
今
バ
イ
ヤ
ー
は
何
を
考

え
て
い
る
の
か
？
～
バ
イ
ヤ
ー

の
本
音
～
」
と
題
し
講
演
。
商

談
会
に
お
い
て
バ
イ
ヤ
ー
と
ど

の
よ
う
に
接
し
、
ど
の
よ
う
な

情
報
を
提
供
す
れ
ば
よ
い
か
、

バ
イ
ヤ
ー
の
視
点
（
八
つ
の
採

用
基
準
）に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
商
品
の
ウ
リ
を
簡
潔

に
説
明
す
る
こ
と
の
重
要
性
に

つ
い
て
模
擬
商
談
会
を
通
し
て

学
ん
だ
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
商
談
会
へ

の
対
策
や
、
バ
イ
ヤ
ー
の
ニ
ー

ズ
等
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
大

変
勉
強
に
な
っ
た
。
商
談
会
に

は
し
っ
か
り
準
備
を
し
て
臨
み

た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　

県
商
工
会
連
合
会
は
九
月
四
日
、
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
「
と
や
ま
の
食
マ
ッ
チ
ン
グ
懇
談
会
～
商
談
会
を
成
功
に
導

く
セ
ミ
ナ
ー
～
」を
開
催
し
た
。
十
月
に
開
催
す
る
商
談
会
を
前
に
、

県
内
の
食
品
製
造
小
売
業
者
二
十
五
社
が
参
加
し
、
商
談
会
の
成
果

を
高
め
る
た
め
の
「
商
談
会
の
心
得
」
を
学
ん
だ
。

日本セルフサービス協会の城山将臣氏による講演

　

懇
談
会
で
は
、
県
西
部
の
射

水
市
・
戸
出
・
福
岡
町
・
小
矢
部
・

庄
川
町
・
南
砺
市
の
各
商
工
同

友
会
の
代
表
者
よ
り
、
各
地
域

の
現
状
や
各
同
友
会
が
抱
え
る

課
題
等
の
発
表
が
あ
り
、
そ
の

後
全
体
で
の
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
商
工
会
合

併
を
機
に
同
友
会
が
合
併
し
た

地
域
も
有
れ
ば
、
従
来
通
り
の

枠
組
み
の
ま
ま
残
っ
た
地
域
も

あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

各
同
友
会
の
行
う
活
動
に
お
い

て
も
大
変
温
度
差
が
あ
る
こ
と

や
こ
れ
ま
で
同
友
会
は
地
域
事

業
者
の
交
流
の
場
と
し
て
、
ま

た
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
担
い
手
と

し
て
活
躍
し
て
き
た
こ
と
、
同

友
会
員
で
あ
る
と
同
時
に
商
工

会
役
員
で
あ
る
ケ
ー
ス
も
多

く
、
商
工
会
運
営
に
も
大
き
く

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
参

加
者
か
ら
は
様
々
な
熱
の
こ

も
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
、
有
意

義
な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

懇
談
会
終
了
後
、
会
場
を
三

楽
園
に
移
し
て
飯
田
庄
川
町
商

工
会
長
を
来
賓
に
迎
え
懇
親
会

を
行
い
親
睦
を
深
め
た
。

　

富
山
県
商
工
同
友
会
は
九
月
十
日
、
南
砺
市
庄
川
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
「
移
動
交
流
懇
談
会
」
を
開
催
し
、
県
西
部
の
商
工

同
友
会
等
か
ら
四
十
三
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
「
商
工
会
合
併
等
が
進
む
中
で
各
商
工
同
友
会
は

今
後
ど
う
在
る
べ
き
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
年
度
新
た
に
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
も
の
で
、
県
東
部
は
十
一
月
下
旬
に
宇
奈
月
温
泉
で
の
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。

「移動交流懇談会」の風景
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研
修
生
は
、
昨
年
十
一
月
よ

り
専
門
的
な
知
識
や
技
術
に
つ

い
て
の
研
修
を
各
受
入
事
業
所

に
て
行
っ
て
き
た
。

　

修
了
式
で
は
、
山
本
県
商
工

会
連
合
会
専
務
理
事
と
派
遣
機

関
の
遼
寧
省
国
際
交
流

中
心
の
楊
曉
抒
北
陸
担

当
が
お
祝
い
を
述
べ
た

後
、
各
受
入
事
業
所
の

代
表
者
か
ら
研
修
生
一

人
一
人
に
修
了
証
が
手

渡
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
来
賓
の
増

川
県
商
工
労
働
部
次
長

か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
研

修
生
を
代
表
し
て
崔
春

柳
さ
ん
（
小
矢
部
商
工

会
＝
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク　

エ
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
小
矢

部
㈱
）
が
「
こ
れ
ま
で
学
ん
だ

こ
と
を
活
か
し
、
さ
ら
な
る
技

術
の
習
得
に
励
み
た
い
」
と
謝

辞
を
述
べ
た
。

　

な
お
、
研
修
生
五
十
四
名
の

内
、
四
十
七
名
に
つ
い
て
は
、

今
後
「
技
能
実
習
生
」
と
し
て

二
年
間
の
実
務
に
従
事
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
十
月
十
四
日
に
は
第

十
八
次
技
術
研
修
生
の
受
入
が

始
ま
る
。

　

県
商
工
会
連
合
会
は
九
月

三
日
、
中
小
企
業
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
第
十
七
次

中
国
遼
寧
省
技
術
研
修
生

五
十
四
名
（
十
五
企
業
）
の

修
了
式
を
開
催
し
た
。

修了証を受け取る研修生

創 業 塾 受講者
募集対 象

場 　所

射水市内で創業をめざす方、創業後
間もない方などを対象に、創業までの
流れ・ビジネスプランの作成など経営に必要な基礎
知識や実践ノウハウをわかりやすく学んでいただきます。

射水市商工会館（射水市戸破 4229）

射水市商工会 経営支援課
（射水市戸破 4229　☎ 0766-55-0072）
または最寄りの射水市商工会各支所

20 名 受講料 無料募集定員

お問い合わせ

カリキュラム

「創業の心構え」

「ビジネスプラン作成のステップ」

「財務、税務の基礎知識」
11/  7 

1日目

11/14

2日目

9:30～12:00

13:00～14:30

14:30～16:00

「創業時の資金調達」

「開業に向けての準備」

「個別相談会」

9:30～10:30

「創業時の資金計画」10:30～12:00

13:00～15:00

15:00～16:00

〈改正のポイント〉
❶３歳までの子を養育する労働者を対象とする短時間勤
　務制度及び所定外労働免除制度を設けることが事業主
　の義務になります。
❷子の看護休暇の取得可能日数が、小学校就学前の子が
　１人であれば年５日、２人以上であれば年10日に拡充さ
　れます。
❸父母がともに育児休業を取得する場合、休業可能期間
　が子が１歳２か月になるまでに延長されます。（父母１人
　ずつの上限は１年間）
❹配偶者の出産後８週間以内の期間内に、父親が育児休
　業を取得した場合には、特別な事情がなくても、再度の
　育児休業取得が可能となります。
❺配偶者が専業主婦（夫）であれば、労使協定により育児
　休業の対象から除外できる規定が廃止され、すべての労
　働者が育児休業を取得できるようになります。
❻介護のための短期の休暇（要介護状態の対象家族が１
　人であれば年５日、２人以上であれば年10日）を取得で
　きるようになります。

紛争解決援助制度がスタートします！
　労働局長による紛争解決の援助は、平成21年９月30日
から、調停委員による調停制度は平成22年４月１日から利
用できます。
　法違反に対する勧告に従わない企業名の公表制度や、
虚偽の報告等をした企業に対する過料の制度を設けます 
（いずれも平成21年９月30日施行）。

※①～⑥の施行日は、公布日（平成21年７月１日）から１年以内の
　政令で定める日です。労働者100人以下の企業については、①
　及び⑥の適用が、「公布日から３年以内の政令で定める日」ま
　で猶予されます。

お問い合わせは、富山労働局雇用均等室まで
　　　 （TEL 076-432-2740　FAX 076-432-3959）

男女ともに子育てや介護をしながら働き続けることができる社会を目指して

中部経済産業局委託事業「地域力連携拠点事業」
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県からのお知らせ

新型インフルエンザに対する備えを！新型インフルエンザに対する備えを！新型インフルエンザに対する備えを！
　新型インフルエンザについては、本県でも流行期を迎えており、今後、一層の流行の拡大が懸念されます。
　このため、秋、冬の本格的な流行期に向け、各企業におかれても咳エチケットの徹底、手洗い、うがい等の感染予防や、
緊急時における関係者間の連絡体制の整備・確認など、新型インフルエンザの感染予防、拡大防止の取組みについて引き続
き適切に対応いただくようお願いします。

対策１

対策２

対策３

最新の情報を入手しましょう！

大流行に備えて、BCPを策定しましょう！

感染防止策を検討しましょう！

最新の情報を入手しましょう！
　国の新型インフルエンザ対策への取組や、新型インフルエンザの発生状況、医療などの公共サービスに
関する正しい情報を、国や、県のホームページなどから入手し、全従業員に周知しておくことが重要です。

大流行に備えて、BCPを策定しましょう！
　BCP（Business Continuity Plan: 事業継続計画）とは、企業が自然災害や新型インフルエンザの大
流行などの緊急事態に遭遇した場合に、中核となる事業の継続あるいは早期復旧を可能とするために、平
常時に行うべき活動や緊急時における事業継続のための方法、手段などを取り決めておく計画のことです。

感染防止策を検討しましょう！
　新型インフルエンザの場合、従業員や顧客など、人への被害が重大となります。こうした被害を軽減す
るために、新型インフルエンザに対応した BCP の策定においては、感染防止策をしっかりと行うことが
前提となります。

　インフルエンザはおもに感染者の咳やくしゃみ、つばきに含まれるウイルスを吸い込むことで感染（飛沫感染）
します。外出後はうがいと手洗いを徹底して体についたウイルスを除きましょう。咳やくしゃみをしている人が
いれば近寄らない。マスクで防ぐことも大切です。

★事業継続計画（ＢＣＰ）の関係情報へのリンク

●従業員個人や従業員の家庭でできる対策●●従業員個人や従業員の家庭でできる対策●
❶うがい・手洗い・マスク

❷せきエチケット
・せきをしている人はマスクをつけましょう。
・せき、くしゃみの際はティッシュなどで口と鼻を押さえ、周りの人から顔をそむけましょう。
・使用後のティッシュはすぐにゴミ箱に捨てましょう。
・うがい、手洗いを忘れずに。
・十分な休養とバランスのよい食事を。

・従業員で急な発熱などのインフルエンザ症状が出た時は、休暇を取得させ、自宅療養、外出自粛してもらうことが
　必要です。（外出自粛期間は、症状が始まった日の翌日から７日目まで。）
・医療機関を受診する場合は、最寄りの医療機関に事前に電話し、その指示（マスク着用、診療時間の指定など）に
　従って、できるだけ通常の時間帯にお願いします。ただし、症状が重い場合（呼吸が苦しい、意識がもうろうとして
　いるなど）には、なるべく早く入院設備を有する医療機関を受診してください。
・家族が感染した従業員や、同じ職場に感染者がいた従業員等に対しては、症状が出ていない場合でも、マスクの
　着用、咳エチケット等の感染防止策の徹底を説明し、協力していただく必要があります。
・なお、持病のある方や、妊娠している方については、インフルエンザに感染すると重症化するリスクが高いので、
　なるべく早めにかかりつけ医に相談する必要があります。

◆従業員及びその家族がインフルエンザに感染していることが確認された場合の対応◆◆従業員及びその家族がインフルエンザに感染していることが確認された場合の対応◆

富山県の新型インフルエンザ関連情報
http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1205/kj00008276.html

●「中小企業BCP策定運用指針」
●「中小企業向け新型インフルエンザ対策に関する情報提供資料のご紹介について」

http://www.chusho.meti.go.jp/bcp/influenza/※「新型インフルエンザ対策のための中小企業BCP事業計画策定指針」等を掲載

http://www.chusho.meti.go.jp/bcp/
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　　 「消費者向け 電子商取引実態調査」が実施されます！　　 「消費者向け 電子商取引実態調査」が実施されます！
　この調査は、経済産業省が急速に拡大しているインタ－ネットを用いた販売形態の変化を的確に把握
することを目的に、本年１０月１日現在で全国の消費者向け電子商取引を行っている企業・事業者を対象
に実施するもので、様々な施策の基礎資料等として広く活用されます。
　提出された調査票は、統計作成の目的以外には一切使用されませんので、正確な報告にご協力をお
願い致します。

　労働者の約６割（労働者健康状況調査）が仕事や職業生活に
強いストレスを感じ、また精神障害等による労災支給決定件数
も近年増加傾向にあります。このような状況の中、事業所組織単
位での、労働者の「心の健康確保対策（メンタルヘルス対策）」が
ますます重要となっています。労働者のメンタルヘルス不調の予
防やそれに伴う休業者の職場復帰支援などの「メンタルヘルス
対策」に積極的に取り組みましょう。
●取組方法などの問い合わせ先●

 ○メンタルヘルス対策支援センタ－
　 富山市牛島新町5-5　インテックビル内
　 TEL 076-441-6671
 ○労働者50人未満の事業所の方は、地域産業保健センタ－　
　（富山・高岡・魚津・砺波）も利用できます ＜詳しくは、 富山
　 労働局 安全衛生課　TEL 076-432-2731＞。

労働者の「メンタルヘルス対策」に取り組みましょう！労働者の「メンタルヘルス対策」に取り組みましょう！

●お問い合わせ
　経済産業省 経済産業政策局 調査統計部 産業統計室 
　　電話 03-3501-1511（内線2896、2897）　URL http://www.meti.go.jp/statistics/tyo/denshi/index.html

ふれあい青空市「やまだの案山子」
高山線沿線探検隊
ふくおか産業フェスティバル
ふくの「市の里」アートフェスタ2009
第６回南砺菊まつり
富山市北商工会－水橋・和合・呉羽の四季－写真展
合併記念 ‘０９立山舟橋商工フェア
なりひら風の市
庄川ゆずまつり
風の盆ステージ
市姫さんど
第４回射水市農業産業まつり
第24回福野のごっつぉ里いもまつり

１１月　土曜・日曜・祭日
１１／１（日）・８（日）・１３（金）・１４（土）＜予定＞
１１／３（祝）
１１／３（祝）～１０（火）
１１／３（祝）～１１（水）
１１／６（金）～８（日）他
１１／７（土）～８（日）
１１／１４（土）
１１／１４（土）～１５（日）
１１／１４（土）・２８（土）
１１／１５（日）
１１／２１（土）～２２（日）
１１／２３（祝）

ふれあい青空市「やまだの案山子」実行委員会
富山市八尾山田商工会
高岡市商工会福岡支所
南砺市商工会福野事務所
南砺市福野行政センタ－
富山市北商工会
立山舟橋商工会
なりひら風の市実行委員会　　　　　　　
庄川ゆずまつり実行委員会
越中八尾観光協会
上市町商工会
射水市商工会
南砺市商工会福野事務所

076－457－2333
076－455－3181
0766－64－3088
0763－22－2536
0763－22－1100
076－435－5588
076－463－1221
076－455－3181
0763－33－1111
076－454－5138
076－472－0716
0766－55－0072
0763－22－2536

イベント名 開 催 日 お問合せ先

11月月各地の

平成21年

商店サービス　　
　強化運動始まる
商店サービス　
強強 まる強化運動始まる
商店サービス　　
　強化運動始まる
　県商工会連合会では、10月1日
から 31 日まで第 54 回商店サー
ビス強化運動を実施します。本運動
中は、元気推奨優良店事業を中心
に、ポスター、ワッペン等の商材を
使った「ありがとう運動」なども予
定しています。
　本件に関すること等詳細につき
ましては、最寄りの商工会にお問い
合わせ下さい。


